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明日から４４日間の夏季休業に入ります。いつもの年より長めの夏休みです。時間は、誰にでも

平等に与えられています。その時間をどう有効に使うかは、自分次第です。生徒の皆さんには、自

分でできることは自分で行う「自立」と、自分の気持ちをコントロールして規則正しい生活、学習を

計画的に進める、誘惑に負けない心など、「自律」を意識して夏季休業を過ごしてほしいと思いま

す。また、普段の生活よりもゆとりがあるので、家の手伝い、読書や音楽を聴く、映画を観るなど、

自分の趣味も楽しんでほしいと思います。これからコンクールや展覧会、県大会に出場する生徒の

皆さんは、印旛地区や印西中の代表として力を出し切ってください。部活動を引退した３年生は、

自分の進路選択に向けて、なお一層努力するときです。頑張ってください。 

先日、全校一斉道徳で沖縄慰霊の日の「戦後８０年平和宣言」を取り上げ、「今、私たちにできる

ことは」という内容で戦争や平和について考えを深めました。今年は、戦後８０年の節目の年で

す。私たちは、日本に住む人間として、過去の戦争について知ることが必要です。終戦記念日に

は、様々な特番も組まれます。子どもたちが成長してきた今、「命」、「戦争」、「平和」について、ご家

族と一緒に考えることで、子どもたちの「生き方」の基礎を築くことに繋がると思います。ぜひ、ご

家庭でも命の尊さや戦争の悲惨さ、平和について考える時間を持っていただけたらと思います。 

１学期も保護者、地域の皆様に支えていただきながら、教育活動を進めることができました。２

学期もどうぞよろしくお願いいたします。    

 
３年生代表  K.S さん 

  最高学年として迎えた１学期を、これまでとは違った気持ちで日々過ごすこ 

とができました。なぜなら、中学校生活最後の旅行的行事でもある修学旅行や 

夏の総合体育大会に臨むための準備や練習に時間を費やしたからです。 

修学旅行は、これまでの校外学習とは違い、日頃とは違う場で集団生活を 

するということで、自主性、自己管理能力、協調性やコミュニケーション能力 

などが高められたのではないかと思います。旅行期間中は多少のトラブルも 

ありましたが、自分たちで課題を解決しながら、とても充実した素晴らしい経験になりました。 また、

私たちの部活動は、総体を最後に引退となります。１年生から練習を重ね少しずつ技術を向上させて

きました。誰にも負けたくないという思いで頑張ってきただけに、今では色々な感情が入り交じり、最

後の大会ではこみ上げてくるものがありました。今、振り返ると３年間はあっという間でした。 

今後、２学期に行われる運動会や合唱コンクールも中学校では最後の行事となります。全てのことに 

全力で取り組むことはもちろんですが、だからこそ、今できる準備を大切にして本番を迎えたいと思 

います。そして、私たちは何といっても受験生です。これから苦しいこともたくさんあると思います。 

しかし、投げ出したり諦めたりすることなく、目標を叶えるために歩んでいきたいと思います。 

印西市立印西中学校 

  
 

学校だより 

令和７年７月１８日発行 

№６ 発行者 坂野 峰子 自 立 貢 献 

 自分を成長させる夏休みに！  

 １学期を振り返って  



２年生代表 K.A さん  

１学期の良かった点は２つあります。 

一つ目は、感謝が示せたことです。誰かに何かをやってもらったときなどに、

しっかりと「ありがとう」が言えました。学年目標の「思いやり」が達成できたので

これからも続けたいです。 

二つ目は、校外学習で協力できたことです。事後学習でも仲間と協力し、素晴

らしい発表をつくりあげることができました。 

 反対に良くなかった点は、先を見通して行動ができなかったことです。校外学

習では、時間を守れなかったり、係の活動がおろそかになったりしました。これからは、時計を見たり、

自分は次に何をするべきか考えたりするなど、責任ある行動を心がけたいです。 

また、２学年の学年目標の一つ、「学力向上」を達成するために２分前学習を行っていますが、徹底で

きていないので、机上準備をしてから休み時間にすることを意識し、来年度の受験に繋げたいです。

後期からは２年生が中心となり学校を動かすので、３年生の０学期という意識を持って生活していき

たいです。 

 

１年生代表 I.A さん 

私たちが印西中に入学してから、あっという間に４か月が経ちました。この４

か月間、私は毎日を一生懸命に過ごし、多くのことを学んできました。その中

で、特に心に残ったことをお話ししたいと思います。 

１学期に私が頑張ったことは、委員会活動と勉強です。私は、この中学校で初

めて「学級委員長」という役割を任されました。最初は、責任の重さに戸惑い、

どうすればクラスが良くなるのかと頭を抱えることも多くありました。時には、

責任を感じすぎて、全ての問題を自分に背負い込んでしまうことがありましたが、その中で「責任を抱

えすぎないこと」も大切だということに気づかされました。今では、この役目にやりがいを感じ、みんな

をまとめながら自分自身も少しずつ成長していると実感しています。 

 次に勉強についてです。私は、初めて定期テストに向けて、１日４時間の勉強を目標に自分の弱点を

一つ一つ丁寧に克服する努力をしました。結果は、満足できるものではありませんでしたが、この努力

は必ず次に繋がると思っています。２学期は、今回の悔しさをバネにして、前回の自分を超えるため

に、さらに努力を重ねていきたいです。 

最後に、２学期の抱負です。私はこれまで以上に仲間との絆を深め、勉強にも全力で取り組んでいき

たいと思っています。２学期には、運動会や合唱コンクールなど、クラスで協力する行事があるので、

チームワークを大切にしながら、みんなと力を合わせて乗り越えていきたいです。 

そして何より、これからも挑戦することを恐れず、様々なことに積極的に取り組み、たくさんのこと

を学びたいです。そのためには、自分を信じて何事にも最後まで諦めずに全力で挑むことが大切だと

感じています。２学期も１日１日を大切に成長し続けていきたいと思います。 

１年生校外学習・３年生修学旅行報告 

 

                         ₴̈  N.K  ǜȚ 

                               N.Y ǜȚ 

                         ₴̈  S.M ǜȚ 



                    ＊敬称を省略させていただきます。 

 

ʡᶋ ρ₆סּ ₃ᵿ ᾢЫ 

ǁ ⁮ ҊЀ   ǌк  Ǣǅǫ  

ʡ Ǌ̪͑ͨ̾ᵿ ᾢЫ 

ǁ ⁮Ớп  ӫᵅ 

ǥǅǫǆǢǅǫǆǫǅǫǆǟǅǪǆǰǅǟǆǰǅǰ 

ǠǅǫǆǤǅǝ 

ǁ ⁮̴̲̫ͮͦ  

Ǌк  ǟǅǪ 

 ǌк  ǫǅǫ 

ǁ ⁮̴̻͑ͦ    

Ǌк  ǝǅǥǆǰǅǟ 

 

ʡ ₃ ρ₆סּ ΰ Ы 

ǁԏ   ǋк  ǥǅǪ 

ǁԏ υ   ǉк  ǰǅǢ 

ʡᵢ ỵᵰρ₆ ΰ Ы 

ǁԏ Ὴ⁮ǏǇǇȄ  Ǌк  Ǣǅǘ 

ʡί ⌠ ΰ ᾢЫᶋ Ϣ  

ǁ ⁮ԏ    Ǌк  ǦǅǢ 

ǁῊ⁮ԏ υ    ǈк  ǰǅǢ 

ǁῊ⁮ǉ ǈǇǇȄ  ǎк  ǤǅǢ 

ǁῊ⁮ԏ ǏǇǇȄ  ǋк  Ǣǅǘ 

ʡᵵ ρ₆ ΰ Ы 

ǁ ⁮ԏ    Ǎк  ǦǅǢ 

ǁῊ⁮ǉ ǈǇǇȄ   Ǐк  Ǧǅǰ 

ǁῊ⁮ԏ ǏǇǇȄ  ǌк  Ǣǅǘ 

ʡᵵ ρ₆ ί ƿ ᶲ ͺᶋ ǀ⌠ ΰ ᾢЫ 

ǁῊ⁮ԏ υ    ǌк  ǰǅǢ 

ǁῊ⁮ǉ ǈǇǇȄ  ǌк  ǤǅǢ 

ǁῊ⁮ԏ ǏǇǇȄ  ǋк  Ǣǅǘ 

ʡ Ǌ̪͑ͨ̾ ΰ ᾢЫ 

ǁ ⁮ԏ    Ǌк  ǦǅǢ  

ǁῊ⁮ԏ υ    Ǌк  ǰǅǢ  

ǁῊ⁮ǉ ǈǇǇȄ  ǎк  Ǧǅǰ 

ǁῊ⁮ǉ ǈǇǇȄ  Ǐк  ǤǅǢ 

ǁῊ⁮ԏ ǏǇǇȄ  ǈк  Ǣǅǘ 

ǁῊ⁮ǈ ǏǇǇȄ  Ǎк  Ǣǅǟ 

 



ʡᵵ ρ₆ ΰ Ы 

ǁ ⁮ԏ    Ǎк  ǦǅǢ  

ǁῊ⁮ǉ ǈǇǇȄ  Ǐк  Ǧǅǰ 

ǁῊ⁮ԏ ǏǇǇȄ  ǌк  Ǣǅǘ 

ʡ Ǌ̪͑ͨ̾ ₃͋ͧͻ͗ͻͦᾢЫ 

ǁ ǉк  ǤǅǦǆǠǅǞǆǪǅǫǆǪǅǰǆǢǅǢǆǰǅǟ 

ǦǅǫǆǤǅǪǆǢǅǝǆǠǅǰǆǠǅǫǆǤǅǘ 

ǁӫ   ǤǅǦ 

 

ʡᶋ סּ ᾢЫ 

ǁῊ⁮ AỚп   ӫᵅ  ǰǅǘǆǦǅǰǆǫǅǥǆǢǅǢ 

ǁῊ⁮ BỚп   ӫᵅ  ǤǅǝǆǠǅǢǆǫǅǫ 

ʡᶋ סּ Ǌ̪͑ͨ̾ ᾢЫ 

ǁ ⁮Ớп ӫᵅ   ǟǅǩǆǫǅǟǆǘǅǫǆǦǅǪ 

ǁῊ⁮Ớп ӫᵅ  ǦǅǰǆǰǅǘǆǠǅǤǆǰǅǢ 

ǁǈ Ὴ⁮˲  ӫᵅ  Ǡǅǜ  

         Ǌк  Ǫǅǩ 

ǁǉͺǊ Ὴ⁮  ӫᵅ  Ǧǅǰ 

Ǌ  к  ǤǅǝǆǠǅǤ 

ǁǉͺǊ Ὴ⁮  ӫᵅ  ǰǅǘ 

           Ǌ  к  ǰǅǢ 

ǁǉͺǊ ⁮ ͺρ  Ǌ  к  ǘǅǫ 

ǁǉͺǊ ⁮    ӫᵅ  ǟǅǩ 

Ǌ  к  ǦǅǪ 

ʡᶋ סּ ᾢЫ 

ǁρ₆ ⁮˲  ӫ  ᵅ  ǟǅǩ 

ӫᵅ    ǦǅǪ 

ǁρ₆ ИΰῊ⁮˲   ӫ  ᵅ  ǰǅǘ 

            ӫᵅ  Ǧǅǰ 

            Ǌ  к  Ǡǅǜ 

            Ǌ  к  Ǫǅǩ 

ʡ Ǌ̸̴̪͑ͨ̾͐̓́͆ᾢЫ 

ǁῊ⁮ҊЀ   9к  ǟǅǩǆǫǅǘ 

 

 

 

 

 

 

ȣ п˲ ˳ʯǉ₆ ˯ ˙˟˪ˈˣˤˑ̂˝Ƹ 


